
分野別施策 1「豊かな|いと文化をはぐくむまちづくり」

分野別施策2「安心して暮らせる支え合いのまちづくり」

分野別施策 3「自然と人が共生するまちづくり」

分野別施策4「活力とにぎわいのあるまろづくり」
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分野別施策 1 豊かな,いと文化をはぐくむまちづくり

施策

1-0 子どもの学ぴを充実する

■世興映樫躙

…
●

●

●

子どもたちが変化の激しい社会を生き抜しヽてしヽくために、確かな学力、豊かな心、

健やかな体の調不日のとれた育成に努めています。

社会的自立の基礎を学ぶことができるよう、子どもの成長や発達の段階に廠じて学

校、家庭、地域、関係機関などが連携し、効果的に関わることの重要性が高まって

しヽます。

グローバル化 。情報化が急速に進み、様′マな場面で情報機謡を取扱う財要性が多く

なるとともに、外国の文化と交流する機会が増えています。

● 基礎的な知識・技能の一層の定音を図るとともに、思者力、判断殉、表王見疱等の育

成や主体的に学習に取り組む態度を養うなど「確かな学力」の向上に取り組む隊要

があります。

● 子どもたちは柔車欠で豊かな感性を備えていますが、同時に多様イしした社会の中で規

範意識や自制心の低下、生活習慣の乱れなどの傾向が指摘されています。

● 情報教育や外国語教育など時代の変化に対応した学びを推進するためには、指奪体

制の整備・充実が求められてしヽます。

⑪
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■ 取佃姻
。 「確かな学力」の向上を図るため、授業改善や学ぶ意欲の向上、学習習慣の確立を

目指した取組みを推進します。また、子どもたちが社会的に自立し、たくましく生

さていくことができるよう、学びの連続性を意識した教育活動や活疱ある学校づく

りを推進します。

● 子どもたちが、自己肯定感を高め、他者と協l動 しながらより良しヽ生き方を求めてい

けるよう、学校、家庭、地域、関係機関の更なる連携を推進します。

● 子どもたちが'情報活用能力や情報モラルを身につけることができるよう、1情報教育

を推進します。

● 英語や外国の生活 。文化に親しむ機会を創出するとともにコミュニケーション能疱

等の育成を図り、子どもたちの多様な学びを推進します。

■ 宝な事業

● 確かな学力向上の推進、生きる疱を育む学校づくりの推進

● 情報教育、外国語教育の推進

醐

離  (霞日ヽ票数・ 強諄》の肉番がよく倉れ`轟と醸饉

幌状値

Jヽ 77.2%

中 69.0%

目標値 (H31)

Jヽ 78.5%

中 71.5%

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 27年度中のもの。(担当課資料)

自分ほはよいとこるがあると熙督した婦君室使②盛毬

例状値

Jヽ 73.9%

中 67.5%

目標値 (H31)

Jヽ 74.5%

中 68.5%

目標値 (H35)

検討中> レ

【備者】呪状値は平成 27年度中のもの。(担当課資料)
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分野別施策1 豊かな,いと文化をはぐくむまちづくり

施策

1-② 教育環境 乞充実 す る

■ 顔限と躙

現 1六

∽
∞

● 子どもたちが催やかな学校生活を送ることができるよう、安全対策を進めてしヽます。

● いじめ、不登校、暴力行為などについて、学校と関係機関等が綿密に連携を図りな

がら解決に努めてしヽます。

● 子どもたちや保護者の抱える悩みに対して、さめ細やかな対応や、相談しやすしヽ環

境づくりに努めています。

● 経済的な理由で就学が困難な状況にある平どもたちに対して、教育の機会を確保で

きるよう継続的な支援をしています。

● 学校施設や各種設備について、計画的に改修や修繕を実施しています。

。 子どもの安!b・ 安全の確保や問題行動への対応にあたつては、学校、家庭、地域や

関係機関が連携して取り組む財要があり、継続的に機能できるような体制づくりが

求められます。

● 特別な支援や配慮が跡要な子どもの増加や、さまざまな悩みや課題を抱えた保護者

からの相談が増えてしヽます。

● 経済の低迷や家庭環境の変化などから、経済的に困窮している家庭状況にある子ど

もたちが増えています。

● 築30年を経過した学校施設が7割を超えているため、教育環境改善の促進が求め

られています。

不登校児童日生徒の出現率
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■ 廟触珈
。 地域と連携した環境整備や教育活動における万全な安全対策を図ります。

● いじめ、不登校、暴力行為など子どもたちが抱えている諸問題に対して、スクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用による関係機関との連携を通し

て相談 。指導体制を強化 。充実するとともに、個に応じた支援に努めます。

● 子どもたちが円滑な学校生活を送れるように、個に応じた支援体制を整え、保護者

の不安や悩みに対応ができるよう相談体制を充実します。

● 経済的理由により、就学が困難な子どもたちに対して財要な援助を行います。

● 子どもたちの安!L｀」l。 安全な学校生活と多様な教育ニーズに応えるため、学校施設や

設備の計画的な整備を進め、快適な教育環境への改善を図ります。

● 子どもの安!b。 安全対策事業、教育相談体制の充実事業

● 教育活動を支援するスタッフ派遣事業、月童生徒就学援助事業

● 小 。中学校施設 。設備の整備

■ 醒離爛

不登校児童 。焦健の出現率

現状値

Jヽ 0,60%

中 3.51%

目標値 (H31)

Jヽ 0。 55%

中 3.25%

目標値 (H35)

検討中> >

【備者】現状値は平成 25年度中のもの。(担当課資料)

い□めの解滋率

現状値

Jヽ 98.8%

中 96.5%

目標値 (H31)

小 100%

中 100%

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】呪l犬値は平成 25年度中のもの。(担当課資料)



分野別施策1 豊かな,いと文化をはぐくむまちづくり

施策

1-(a 生渥学習や芸術●文|と活動の環境を充実する

■ 蹴 と誕

現 状

● 生涯学習に対する市民ニーズに対応し、多くの学習機会を提供するとともに、習得

した知識や技能を地域で活かすための環境づくりを進めています。

● 多くの市民が、優れた美術、芸術などに触れることが出来るように、機会を充実す

るとともに、魅力ある企画や各施設が連携した取組みを進めています。

● 市民に知識、多女養や心のゆとりを与える芸術 。文化活動について、幅広い市民が参

加できるような環境づくりに努めています。

● 地域の歴史、風土などを反映した特色ある芸術・文化に触れる機会を提供してしヽま

す。

● 地域で大切に
~寸

り伝えられてきた伝統文化を保護・保存し、将来に向けて継承して

いく取組みを進めています。

● 市民の価臆観や関心・意識が多様化しているため、市民ニーズの的確な把握が難し

くなつています。

● 地域の特色ある歴史・芸術 D文化資源をさらに活用するためには、市民や関係団体

との協働が不可欠です。

● 芸術 。文化に対する価値観の多様化により、若しヽ世代の民俗云能への関,b・ 興味が

薄れています。

● 市民の生涯学習や芸術 。文化活動の拠点となる施設の老朽化が進んでいます。

各種講座日購習会への多加者数 博物館 E美術館の特別展の観覧者数
(人 )

50,000

40,000

30,000

201000

10,000

0

(人 )

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

H22年度 H23年 度 H24年度 H25年 度 H26年 度

(出 典:担当課資*キ)

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年 度

(出 典:担当課資料)

課 題

44026~~仕 408--41,3rf _46.672__理型!～

″

■
■
ィ
４
＼
ｔｉｒ
　

●
，

127,988・ ―一lB9ヲ」1__″

15

――■26,46十 一―と磐∫pe
・・一
”

，
　

　

・タ
ケ

ｋ
一，夕
■
ケ^
一

，
Ｉ

48



■ 醐 働 齢
● 学習情報の提供や発表の場の充実、地生或における人材発掘や育成。活用などにより、

様寂な学習活動を支援するとともに誰もが学習できる機会を充実します。

● 音楽・演劇・美術など芸術 。文化活動に関する情報を幅広く発信し、優れた芸術・

文化を鑑賞する機会や実践する機会を充実します。

● 地域の特色ある歴史・芸術 。文化資源を掘り起こし、それらを渚用した魅力的な文

化活動を市民とともに展開します。

● 郷土意識を啓発・酉奈成するため、地域の歴史や文化財の保存・周知を図ります。ま

た、郷土云能の継承 。保存やイベントの開催、後継者の育成などの取組みを進めま

す。

● 市民の生涯学習や芸術 。文化活動の場の安全確保のため、計画的に施設の維持保全

や整備を進めます。

■ 虫な職
● 市民の生涯学習活動の推進

● 美術館・博物館展覧会事業

● 地域の特色ある文化資源の活用

醜

器穏臓塵 e逮滑会への参魏奮数

現状値

48,314人

目標値 (H31)

49,000人

目標値 (H35)

検討中> >
〔備者】呪状値は平成 26年度中のもの。(担当課資州)

穏穐鑢 。熱1爵篤の特剛晨の観嵐奪数

現状値

133,008人

目標値 (H31)

138.900人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)



分野別施策 1 豊かな心と文化をはぐくむまちづくり

誰もが気軽にスポロツを果bむ環境を充実する

■瞬欧と躙

● 競技や遊びとして楽しむスポーッから、体力の向上や健康増進を目的としたスポー

ツまで、市民のスポーツとの関わリアjが多様化しています。

● 地域の特色ある資源を活かしたスポーツの振興や人材育成、まちづくりを進めてい

ます。

● トップスポーッとの交流・連携を進めています。

● 2020年東京オリンピック。パラリンピックの開催が決定し、スポーツヘの関心・

期待が高まつています。

…

…

(人 )
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4,000

2,000

0

● 生活習慣や環境の変化により、市民のスポーツに取り組む機会や意欲が減少してお

り、平と二もや高齢者の体力低下、青・壮年期の運動不足による健康への影響が懸念

されます。

● 市民、スポーツ関係団体、トップスポーッ、大学、行政などが連携・協力を3会化し

ていく財要があります。

● スポーツの活動拠点となる施設の老朽化が進んでいます。

● 2020年東京オリンピック。パラリンピックの開催を控え、多くの市民が様′マな形

でスポーツと関われる環境を整える町要があります。

スポーツイベント今加者数
(人 )
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(出 典:担当課資料)

H22年度 H23年度 H24年 度 H25年度 H26年度

(出 典:担当課資料)

8,533    8,457    8,213

■阻
7.588

Ｉ
Ｆ
．Ｔ

【
、
イ

↓‘
生
ヶ
ふ
一

¬和るね55封
?86p35___… ………………………

1.353,262

_J p921640_… …………
988,910



● 市民の誰もがそれぞれの体力や年齢、目的、身体状況に応じたスポーツ活動を推進

します。また、指導者の育成や効率的なスポーツ施設の運営、管理などによってス

ポーツ・ レクリエーションを楽しむ環境を充実します。

● 湘南ベルマーレなどのトップスポーッのアスリートと交流する事業の開催など、市

民が生涯にわたってスポーツ。レクリエーションを親しめる環境を充実します。

● スポーツ渚動の場の安全確保のため、計画的に施設の維持保全を進めます。

● スポーツを「する」「観る」「支える」としヽった様′マな形でスポーツに参加できる環

境を充実します。

■ 垂な事関

● 市民のスポーツ活動の推進

● トップスポーッとの交流事業の開催

● スポーツ環境の充実

■

スポーツイベント,aO奪数

現状値

7.588人

目標値 (H31)

8,300人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)

スポーツ蔦繰剤魔雷執

現状に

988,910人

目標値 (H31)

1,307.850人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】硯状値は平成26年度中のもの。(担当課資料)
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分野居U施策1 豊かな心と文化をはぐくむまちづくり

施策

1-0 青少年の健全育成を推進する

蹴 と躙

。 次代を担う青少年が,b身ともに健やかに成長していくための青少年の健全育成を進

めてしヽます。

● 青少年の健全育成を地域ぐるみで進めるため、青少年指奪員等による地域活動を支

援しています。

● 市街地などにおけるパトロールの実施や学校・警察との連携、青少年相談員による

相談活動など、青少年の非行化防止の体制の整備を行つてしヽます。また、地区保護

司会など、更生保護団体の活動を支援しています。

価値観の多様化 。家族形態の変化や少子化等により、地域活動に積極的に関わる青

少年リーダーが不足しています。

人と人との緊がりの希薄化が感じられる中、地t或の視点から青少年に関わる人材も

減少傾向にあります。

青少年を取り巻く環境が複雑化しており、寄せられる相談の内容も複雑化していま

す。

青少年指導員の地域活動率 愛慶指導件数
(件)
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■_螂効珊
● 地域の活動に積極的に参加できる青少年リーダーを育成するとともに、青少年の豊

かな体験を育み、主体的な活動を促す事業を展開します。

● 青少年の健全育成を地域ぐるみで進めるための活動を支援します。

● 青少年の非行化防止のための活動を充実します。また、複雑化する相談に応じるた

め、相談しやすい環境を整えるとともに、相談業務の質的向上に取り組みます。

虫な事窯
● 次世代を担う青少年の健全育成活動の推進

● 相談活動による青少年の悩みの早期解消

● 愛護指導による非行の未然防止と早期指苺の推進

雷r争筆舗 員奪中懲とした機娯活職尊

現状値

78% >

目標値 (H31)

83%

目標値 (H35)

検討中>
【備者】硯状l直は平成 26年度中のもの。(担当課資料)

機凛縄 件報

現状値

2.340件

目標値 (H31)

2,140件

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)



分野別施策1 豊かな心と文化をはぐくむまちづくり

施策

1-⑥ 活発な市民の交流を促進する

蹴 と嗣

● 反好都市の岐阜県高山市、岩手県花巻市及び静岡県伊豆市との間で、市民ツアー、

青少年交流、物産展の開催や七夕まつりにおける郷土云能披露など各種交流事業を

実施してしヽます。

● 姉妹都市□―レンス市 (米国)と、市民・青少年交流やホームステイの受入れなど

の市民主体の様寂な国際交流事業を展開しています。

● 文化・生涯学習、スポーツ、福祉、環境、観光の 5つの幅広い分野において、市民、

企業、大学等の交流を進めています。

● 反好都市との交流においては、青少年を対象にした事業には多くの参加がある一方、

その他の事業にあっては参加者が減少傾白にあります。

● 国際化の進展に伴い、言葉や文化、生活習慣の異なる外国籍市民が暮らしやすい多

文化其生社会に向けた取組みが求められています。

● 市民、企業、大学等が相互に発展し、心豊かな地域社会が形成されるためには、企

業、大学の持つ知識やノウハウを活かした一層の連携が求められてしヽます。

友好都市物産展来場者数 国際交流事業多加者数(人 )

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

(人 )

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

H22年 度 H23年度 H24年度 H25年 度 H26年度

(出 典:担当課資料)

H22年度 H23年度 H24年 度 H25年度 H26年度

(出 典:担当課資料)

現 状
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■_熙騨賜職
● 反好都市を中〕と`コヽとした都市間交流を深めるため、市民が参加しやすく、魅力のある

交流事業や反好都市の認識度を上げるための物産展等を展開します。

● □―レンス市との交流を中!bに、市民主体の国際交流事業を推進します。

● 市民と外国籍市民との交流事業の実施や日本語教室などの支援を行い、多文化共生

社会への実現に向けた取組みを進めます。

● 学術 。文化・スポーツを始めとした多様な分野において、企業や大学による地域活

動への参加などを展開し、市民との交流を進めます。

■ 室な事業

● 反好都市との交流の推進

● 国際交流活動の推進

● 市民 。大学交流の推進

■

旗爛 南範凛磯来船 激

現状値

19.123人

目標値 (H31)

19.500人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現l犬値は平成 26年度中のもの。(担当課資料 )

田腋 流専熟学舶奪数

現状値

4,732人

目標値 (H31)

5.000人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状l直は平成 26年度中のもの。(担当課資料)

帝風・ 大学案瀧委員金主億の事業数

現状値

14事業

目標値 (H31)

16事業

目標値 (H35)

検討中>>
【備者】例状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)



分野別施策 1 豊かなサbと文化をはぐくむまちづくり

雫和意識の蓄殿0啓発亀推進李る

■ 則 と馳

● 本市では、市民とともに核兵器廃絶と世界の恒久平不Bの実現を願しヽ、昭和60年 (1

985年)12屈 20日 に、「核兵器廃絶平和都市宣言」を行いました。

● 「市民平和のタベ」、「市民キャンペーン」、「市民広島派遣」の3つの事業を市民と

協l動実施しているほか、空爆や被爆の体験をきく会、各種パネル展を開催し、市民

に平和の尊さ、大切さを伝えています。

● 平和に関する事業への市民の参加者数がイ申び悩んでいます。

● 時の経過とともに戦争体験の風化が進み、また、朝争体験者が高齢イヒしていく中で、

単13を知らない市民が増えています。

(人 )

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

平和事業への参加者数

4,406

__■ Fe___→四12-― 金鰤 ………
可軸

いい

H22年 度  H23年度  H24年度  H25年度  H26年度

(出典:担当課資料)



■ 廟鰯魏識
● 核兵器廃絶平不B都市宣言の理念に基づき、平和を願う,bが市民一人一人に根付いて

いくように、また次代の子どもたちにつなしヽでいけるように、継続的に平和の尊さ

や大切さを伝えるなど、平不□意識の普及・啓発を行います。

■ 垂な職
● 平和意識の普及・啓発

■ 醐離艘

平和申染への●れ母奮燃

現状値

3.487人

目標値 (H31)

4.000人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)
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分野別施策1 豊かな心と文イしをはぐくむまちづくり

施策

1-0 人権尊重●男女共同参画を推進する

蹴 と躙

● 障がしヽのある人、高齢者、女性などに対する人権侵害が存在すると、夕夕くの人が感

じています。

● 女性の人権を守るために財要なこととして、「女性のための相談 。支援体制を充実さ

せる」ことが求められてしヽます。

● 男女平等の意識として、政治、社会通念 。慣習 。しきたり、職場、家庭において、

多くの人が男性l憂遇と感じています。

。 一人一人が人権課題を社会全体の課題として者え、人権尊重の理念に対する理解を

深める町要があります。

● 女性のための相談窓□に脅せられる、相談内容が複雑化しています。

● 女性の社会参画が進み、女性の活躍する姿が様′マな場面で見られるようになりまし

たが、男性と比較すると依然として少ない状態です。

人権事業への多加者数
(人 )

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

H25年度  H26年度

(出典:担当課資料)

I見 状
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■ 廠畑効 隷
● 日常生活において人権尊重の意識が定着し、人権について正しい理解が進むように、

様展な機会を活用し、効果的な意識啓発を進めます。

● 女性からの不安や悩みなどを解決へと導くため、関係機関との連携を深め、相談体

制のさらなる充実を図ります。

● 男支それぞれが自らの意思によって、あらゆる分野の活動に参画でき、性居」にとら

われす個性と能ぬを十分に発揮できる社会を実現するための環境づくりを進めま

す。

L姦客事果
● 人権意識の普及・啓発

● 男女共同参画の推進

人電車熱へ僻 れ母菅数

現状値

3.262人

目標値 (H31)

3.600人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)

市翻議会導に食け§女性譲員磯台

幌状値

26.0%

目標値 (H3¬ )

33.0%

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】呪l犬値は平成27年 4月 1日現在のもの。(担当課資料)



分野別施策2 安心して書らせる支え合いのまちづくり

施策

2-ai) 子育て支援を充実する
■I】列快と躙

…

●

●

●

●

。 「了ども・ 子育て関連3法」が成立し、認定こども園制度の改善や地域の子ども・

子育て支援の充実などが定められました。

● 保育所や放課後児童クラブに加え、地域で子どもを見守り、子育てを行えるような

環境の整備を行つています。

● 障がしヽのある子どもや発達に課題のある了どもが増加傾向にあり、それに伴う相談

件類も増加しています。

● 子どもの健やかな成長のためには、母子ともに健康であることが懲要であり、病後

児の保育や、安!bして医療にかかることができる環境が求められています。

保護者の就労形態の多様化による保育需要の高まりから、待↑幾児童が発生してしヽま

す。

子育てに不安感や孤立感を感じる保護者が増える一方、相談や支援に関わる人材が

不足しています。

様′マなライフスタイルや保護者の多様な就労形態を受け、一時預かりや病後児保育

など、保育ニーズが多様化しています。

病気や怪我を負つた際にも安心して〒育てができるよう、医療費の助成を行い、保

護者の経済的負担を軽減することが財要です。

保育日の待機児童数

H23年 度  H24年度  H25年度  H26年度  H27年度

(出 典 :担当課資料)

※待横児童数は、毎年度4月 1日 現在のもの

(人 )
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■ 廟畑効 謝
● 待機児童の解消のため、認定こども園の整備を進めるとともに、民間保育所や放課

後児童クラブの保育環境の改善を推進します。

● 「放課後子ども総合プラン」の趣旨にのつとり、写どもたちが放課後等を安心・ 安

全に過ごし、様′マな体験や活動を行うことができる取組みを推進します。

● 子どもの安定した情緒や豊かな人間性を育むためにも、事し幼児期の「愛着形成」が

重要であることから、家庭や地域で愛情を持って子育てが行える環境づくりを推進

します。

● 市、学校、児童相談所などの関係機関が連携し、支援の切れ目がなく、きめ細やか

な対癌ができる体制づくりを推進します。

● 特居」保育の実施や小児医療費助成の対象を拡大することにより、子育てに係る経済

的負担の軽減を図り、安心して子育てができる環境づくりを進めます。

■ 盈な事繋
● 畢育て支援サービスの充実

。 子育てに係る相談体制の充実

● 子育て世帯への経済的支援

■ 醒闘題

熙 畷蝉

現状値

0人 > >

目標値 (H31)

0人

目標値 (H35)

検討中

【備者】現状値は平成 27年 4月 1日 呪在のもの。(担当課資料)

散繰織民職,浮夢蝉

現状値

2人 >

目標lL盲 (H31)

0人

目標値 (H35)

検討中>
【備者】現状値は平成 27年 4月 1日 現在のもの。(担当課資川)
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分野別施策2 安,bして警らせる支え合しヽのまちづくり

施策

2-② 健康づくりを推進する

現 状

■ 断駅と躙

● 生活環境の変化や高齢化の進展に伴い、疾病に占める生活習慣病の割合が増えてい

ます。

● 生活習慣病の発症と重症化予防を重視した健康づくり施策を展開しています。

● 豊かな人間性を育むとともに、生涯にわたって心身ともに健康な生活が送れるよう、

食を通じた丁どもの健全育成が求められています。

● 住み慣れた地域で医療・介護などのサービスを受けられる環境が求められている中、

地域の拠点病院の重要性が高まっています。

l動 き盛り世代である、40～50歳代の平塚市国民健康保険特定健康診査・特定保

健指Sの利用状況が他の年代と比較するとl氏い傾向にあります。

市民が病気や自分の身体に対して高い関,い を持つてしヽる一方で、健診等の受診率は

l氏く、早期に生活習慣の改善や健康づくりに取り組む意義が十分に理解されていま

せん。

朝食を食べなしヽ子どもが増える傾向にあります。また、食育はすべての人にとって

重要であるにも関わらす、人ノマの関心は高いとは言えません。

市民に良質な医療が提供できるよう、計画的かつ効率的に医療環境を整備する町要

があります。

(%)

15,0
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14.0

135
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120

11.5

がん検診の受診率

H22年度  H23年度  H24年度  H25年 度  H26年 度

(出 典:担当課資料)
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蠅 瑚

生活習慣病の発症予 [ノも、重症化0防の重要性を周知するとともに、各種健診や特に

l動 き盛り世代の特定健康診査・特定保健指準の利用を促進し、病気の早期発見や生

活習慣の改善を行うきつかけづくりを推進します。

健康に関する講座の開催や正しい健康意識に関する情報の発信により、市民の健康

に対する意識啓発を推進します。

地域の食文化や農業 。漁業に触れながら、バランスの取れた食生活 。食習慣を身に

つけるための教育活動を推進 します。

地域に根ざした良質な医療を提供するため、医療環境の整備を推進します。

■ 垂な車業

● 生活習慣病の早期発見、早期治療に向けた各種健診の実施

● 生活習慣病の発症及び重症化予防

● 食に関する教育活動の推進

● 地域医療体制の充実

■ 曲

●

●

●

●

奇t嫌静0霞路

例状値

14。 3% >

目標値 (H31)

16.5%

目標値 (H35)

検討中>
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)

構産健康惨査 (こくほの鯰酵)の曇静ネ

現状値

31.5%

目標値 (H31)

39.0%

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現l犬値は平成 26年度中のもの。※速報値 (担当課資料)



分野別施策2 安,い して暮らせる支え合いのまちづくり

施策

2-0 地 域 祉 猛充 実 す る

●

剛 協馳

高齢者や障がしヽ者など支援を財要とする人であっても、住みI慣れた地域でその人ら

しく暮らすことができるよう、市民参加による「地域のささえあい」活動が展開さ

れています。

高齢者や障がい者などが安!bして地域で生活できるよう、財産や権利を會る仕組み

づくりが進められています。

自殺を、lttl人 の問題ではなく社会の問題としてとらえ、誰も自殺に追い込まれるこ

とのなしヽ社会の実現に向け、命を守る取組みが進められています。

生活困窮者自立支援法が施行され、生活困窮者に対し、地域、行政、関係機関の連

携した支援が求められています。

。 住み慣れた地馘で安 ,と`コヽして暮らすためには、多くの市民や地区社会福祉協議会など、

多様な主体の積極的な活動がИ要ですが、高齢化の進展に伴しヽ、将来的な地t或の担

い手不足が懸念されています。

● 高齢者や障がい者などの内、判断能ぬが十分ではない人の権利を會るための成年後

見制度の利用支援が十分ではありません。

● 誰も自殺に追しヽ込まれることのない社会の実現を目指す上で、関係機関との連携体

制の強化、適切な支援へつなぐことのできる人材養成が十会ではありません。

● 雇用形態の多様化や厳 しい経済情刻などを背景に、生活困窮に至るリスクの高い

人′マや稼l動年齢層を含む生活保護受給者が増加しています。

町内福祉村ポランティア登録者数
(人 )
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(出奥:担当課資料)
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●

●

●

■ 醐 動 職
市民の力、(地区)社会福祉協議会などの福祉活動団体の力、市の取り組みを束ね、

地域における支え合いを重視したまちづくりを推進します。

成年後見制度の利用支援や虐待の防止、差周」の解消などを通じ、高齢者や障がい者

などの内、判断能疱が十分ではない人の権利擁護を推進します。

関係機関との連携を強化するとともに、悩みや困りごとを抱えている人に気づき、

声をかけ、話を聴き、適切な支援へつなぐ「ゲートキーパー」の登成などを推進し

ます。

関係機関が連携し、生活保護世帯や生活困窮世帯の就労や社会参加のための支援な

どを行うことにより、当該世帯の日常生活における自立のみならず、社会生活にお

ける自立や経済的自立を促進します。

●

虫な事兼

● 町内福祉村事業の推進

● 成年後見制度の利用支援

● 自殺対策の推進

● 生活保護世帯 。生活困窮世帯に対する支援

■

町内想社構ぶヨンFイ フ敏像菅数

現状値

1.563人

目標値 (H3H)

2.000人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 27年 3月 3¬ 日現在のもの。(担当課資料)

戚筆憔島悩凛出眼離藤導静競管線

現吠値

270人 > >

目標値 (H31)

2.270人

目標値 (H35)

検討中

【備者】現状値は平成 27年 3月 31日現在のもの。(担当課資料)

ゲートキーパー僚戯奪叡

現状値

1.619人

目標値 (H31)

2.600人

目標値 (H35)

検討中>>
【備者】現状値は平成 27年 3月 3¬ 日現在のもの。(担当課資料)
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分野別施策2 安,い して暮らせる支え合いのまちづくり

施策

2-④ 言齢者 社を推進する

■II列快と躙

現 状

● 平成 27年 1月現在、本市ではおよそ4人に 1人が高齢者になつています。また、

平均寿命の延伸や人回の多い世代が老齢人□に加わることを受け、◆後もさらに高

齢化が進展すると見込まれます。

● 健康寿命と平均寿命に差があることから、高齢期になっても,と`コヽと身体が健康な状態

を維持できるような取組みが求められてしヽます。

● 高齢者が住みI慣れた地域で、安〕bしていきいきと暮らせるまちの実現を目指すため

の取組みを進めています。

● 市民の誰もが、地上或における高齢者やその家族を支える一員であるという意識の広

がりが閉要です。また、介護が隊要な高齢者が今後も増加することが予想される中、

介護する家族の負担の増加や介護人材の不足が懸念されています。

● 高齢期になつても健康でいるため、
~右

い頃から地域や家庭で自主的に健康づくりに

取り組んでいくという、一人一人の意識がИ要です。

● 独居などの理由により不安を抱える高齢者が増える中、地域住民・企業等による見

守りや成年後見制度の活用など、高齢者の権利を會る取組みを3全化することが財要

です。

盟知症サポーター養成講座の修了者数
(人 )

8,000

7.000

6,000

51000

4,000

3.000

2.000

1,000

0

(人 )

12,000

10,000

8.000

6.000

4,000

2,000

0

H22年度 H23年度 H24年度 H25年 度 H26年度

要 修7者数 ― 累計

課 題

10,252

_Q機_

2,016
~~~二

写6毛「 i4σ√

5,467

4,002
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■ 醐 働 識
。 高齢者が住み慣れた地域で安心していさいきと暮らし続けることができるよう、地

域包括ケアシステムの本音築に努め、在宅医療や介護保険サービスの充実を図るとと

もに、医療・介護の連携を推進します。

● 健康で生きがいに満ちた生活を楽しむことができるよう、高齢期になつても介護を

嚇要とせすに元気でいるための取組みを一層促進します。

● 孤立防止や権利擁護のための施策を充実し、高齢者の命と権利が互いに會り會られ

る福祉のまちづくりを推進します。

主な事熊

。 地域包括ケアシステムの構築

● 高齢者の生きがいの倉」出と健康長寿へのチャレンジ

● 認知症支援策の推進

● 介護保険サービスの充実

備慮チャレンジけ―伊―Q人数

現状値 目標値 (H31)

100人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】担当課資料

―
ポー伊→試粛醜蔭④修r憩数 (黒徹tみ

現吠値

10.252人

目標値 (H31)

13,800人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現l犬値は平成27年 3月 31日現在のもの。(担当課資料)
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分野別施策2 安〕bして暮らせる支え合いのまちづくり

施策

2-0) 障がい者 祉を推進する

■ 剛 と馳

現 状

●

●

●

障がい者の自立及び社会参加の支援等のための施策を総合的かつ計画的に推進する

ことが求められています。

「障害者の権利に関する条約 (障害者権利条約)」 が批准され、障がいの有無に関わ

らず、誰もが人格と個性を尊重し、支え合う其生社会の実現が求められています。

障がい者の法定雇用率のヨ|き上げや一般就労する障がい者数の増加など、障がい者

雇用の機運が高まっています。

団
● 高齢化などを要因とした、障がいの重度化・ 多様化が進むとともに、障がい者数も

年′マ増加しています。それに伴い、在宅サービスなどの利用も増加傾向にあり、サ

ービスを提供する人員が不足しています。

● 障がい者差別の解消や虐待F方止に関する法整備が進む一方、障がい者に対する理解

や配慮が十分ではありません。

● 障がいの有無に関わらす就労できるような、就労支援のメニューや障がしヽ特性に応

じた労l動環境の整備が十分ではありません。

ひらつか就労援助センターの支援を
受けながら就労している人数

350

300

250

200

150

100

50

0

H22年度  H23年度  H24年度  H25年度  H26年度

(山 典:担当課資料)

(人 )

236

lZ&

307

200
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蠅 瑚

● 安定した在宅サービスの提供や相談体制の充実により、障がい者が地上或で生活する

ための支援を推進します。

● 障がい者差居」の解消に向けた相談対応体制を確立し、障がい者の社会参加や暮らし

やすい生活環境づくりを進めます。

● 実習機会の拡充や障がい者の就ガを促進するための取組みを推進します。

■ 壼な事窯

● 障がしヽ者の地域生活支援の充実

● 障がい者の相談支援体制の充実

● 障がい者の就勇支援のl足進

在こ増福祉サービス利用奮数

現状値

2,769人

目標値 (H31)

3.050人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 27年 3月 31日現在のもの。(担当課資料)

ひら,為 縦`簡ほ醐センターQ哀標書雲けながら載曽している人数

羽状値

307人 > >

目標値 (H3司 )

350人

目標値 (H35)

検討中

【備者】現状値は平成 27年 3月 31日例在のもの。(担当課資料)
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分野別施策2 安,い して暮らせる支え合いのまちづくり

施策

2-6) コミュニティ活動を促進する

■垣臥と躙

● 自治会を中心とした地域住民が連携し、F方犯・防災・環境など様プマな分野で、安Jb・

安全な住みよしヽまちづくりを目指した活動を展開しています。

● 市民活動を支援する拠点であるひらつか市民活動センターにおいて、市民活動団体

などへの支援を行うとともに、より多くの市民が市民活動に参加していくための環

境づくりを進めています。

● 自治会などの地域活動や市民活動団体の課題解決に庖けた活動、事業者の社会貢献

活動などの多くの活動が独自に展開されています。

…

Ш
● 少子高齢化や核家族化の進行などにより自治会などの地域活動への関心の低下傾庖

が見られ、担い手不足や役員の固定化などが懸念されています。

● 市民活動団体数は増加傾向にあるものの、活動や組織体制に課題を持つ団体があり

ます。

● 多様化 。複雑化する地域課題に対応してしヽくためには、自治会や市民活動団体、事

業者など様寂な団体間の連携が嚇要になりますが、それぞれが有する人材や情報、

ノウハウが相互に活かされていない状況です。

(世帯)

81,000

80,000

79,000

78,000

77,000

自治会への加入世帯数

H23年度 H24年 度 H25年度 H26年 度 H27年 度

(出奥:担当課資料)

ひらつか市民活動センター

年間延ぺ利用団体数

H22年度 H23年 度 H24年度 H25年 度 ‖26年度

(出典:担当課資料)
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■ 廟畑瑚
市民一人一人が「自らの地域は自らつくる」という意識を持つて、住みよしヽまちづ

くりを進めるための地域課題などを主体的に解決する取組みを支援します。

コミュニティ活動を担う自治会や市民活動団体など、団体の組織基盤の強化を図る

ための取組みを行うとともに、コミュニティ活動に携わる人材の育成やすそ野の拡

大を進めます。

コミュニティ活動の活性化による地域課題の円滑な解決に向け、自治会を中心とし

た地域の組織や市民活動団体、事業者など様友な活動団体の交流や連携を促進しま

す。

■ _畠な事熊

●

●

●

● 地頭自治の推進

● 市民活動の推進

自造会への胡入慢穂執

現状値

80,077世 帯

目標値 (H31)

80.400世 帯

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 27年 4月 司日現在のもの。(担当課資糊)

ひ島参心`市騒通勲セン

'単
筆臨隠べ黒l隠騒体熱

現状値

6.899団体

目標値 (H31)

7.100団体

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)
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分野別施策2 安,い して暮らせる支え合いのまちづくり

施策

2-2 防愛対策 を強 fヒす る

■ 蹴 と躙

現 状

● 大規模地震、津波、風水害や火山0貞火などの自然災害に対する市民の防災意識が高

まっています。

● 県による津波浸水ラ測に基づき、津波避難ビル指定や海:友表示板を設置するととも

に、津波避難ビルを活用した津波避難訓率東、及び海浜利用者を対象とした津波対策

訓練を実施してしヽます。

● 防災気象情報システムを活用した迅速な気象情報等の提供を行つています。また、

災害ハザードマップを活用した地域との連携による訓練などを通じ、豊戒避難体制

の充実を進めてしヽます。

● 自主防災組織の実践的、効果的な発災初動期における訓練を実施しています。また、

防災関係機関との連携・協力体制による大規模災害を想定した総合[ノ葛災訓練を実施

してしヽます。

● 避難所等への備蓄を進めるとともに、企業等との災害時協定による物資の確保を図

つています。

田
● 自然災害が発生した際には、自助、其助による発災初動期の対応が重要であり、自

主防災組織の風水害時などでの主体的な活動を高めてしヽくことが財要です。

● 避難者に対する備蓄品が確保されてきていますが、より細かなニーズに対して十分

に対応できるようにしていくИ要があります。

地域や団体等が実施する防災Jll練数 ほっとメール(地震風水害情報)

の登録者数(回 )
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(出 典:担当課資*ヰ )
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(出 典:担当課資料)
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■ _囲願競蹴
● 災害ハザー ドマップなどの活用による防災訓練の充実や、地域や事業所、関係機関

との連携により自然災害に対する防災・減災の取組みを充実します。

● 自主8方災組織や関係機関と連携した実践的な防災訓練の強化 。充実を推進し、自主

防災組織への防災訓練やB方災資機材の整備を支援します。

● 長期保存食や避難所用の照明器具などの他、女性の視点や、子ども、高齢者等に配

慮した生渚跡需品などの備蓄を拡充します。

垂な事黒
● 地頭の減災対策の推進

● 災害用備蓄の拡充

● 防災訓練強化の推進

● 地震 。津波・風水害対策の推進

■ 醒闘掴

地斌や団体奪が武歯する臨
`災

酬棟熱

現状値

302回 >

目標値 (H31)

332回

目標値 (H35)

検討中>
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資判)

ほつとスーJ与 (舶霞風ホ豊憶報渉の盤隠 数

夢訓犬イ直

8.377人

目標値 (H31)

9,000人

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 27年 刊月現在のもの。(担当課資料)
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分野周」施策2 安〕出して書らせる支え合いのまちづくり

施策

2-9 災害に強いまちづくりを推進する

■

現 状

● 本市は、東海地震、南海 トラフ地震及び首都直下地震が発生した際に、災害が生じ

る過れがある地域として、対策を推進強化すべき地域に指定されています。

● 市街化の進展や近年増加している局所的な集中豪雨により、公共下水道の雨水排除

能力を超える新たな浸水が生しています。

● 最大震度が7クラスの大正型関東地震などによる被害が想定されるため、橋りょう

や′ム`共下水道などの市民生活に欠かせないインフラ施設の段階的かつ計画的な耐震

対策を図る町要があります。

● 旧耐震基準による建物の耐震化を促進する町要があります。

● 公共下水道の雨水整備は計画的に進められており、その整備率は高くなつているも

のの、今後は局所的な集中豪雨による被害を軽減する町要があります。

公共下水道の雨水整備状況儀

９０

８５

８。

７５

７０

６５

６。

５５

５。

‐～~ラ
5,~~～

~~~76,~~~~～ ~770-… …………772-― ―～……・77E一 ―一

H25年度  H26年度

(出 典:担当課資料)
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● 重大な被害を及ぼす自然災害への対応として、橋りょうや
′ム
｀
共下水道などのインフ

ラ施設の耐震化を推進するとともに、建物の耐震化に関する普及啓発を進めます。

● 過去の浸水被害や内水ハザー ドマップで浸水がラ測される区域などにおいて、公

助・自助を効果的に組み合わせた総合的な浸水対策を進めます。

主な事鶏

● 橋りょうの耐震化の推進

● ノム`其下水道施設の耐震化の推進

● 建物の耐震診断・補強工事に関する助成

● 総合的な浸水対策の推進

緊急韓 隧等ほかかる組りょうの磁諷倍違む率

現状値

50% >

目標値 (H31)

70%

目標値 (H35)

検討中>
【備考】賜状値は平成 27年 3月 31日現在のもの。(担当課資料)

田逮離 離 をヽ聯 斡 ぷ ぷ離 機の磁置tヒ避警準

硯状値

13% > >

目標臆 (H31)

29%

目標値 (H35)

検討中

【備者】現状値は平成27年 3月 31日硯在のもの。(担当課資料)

亀蜘の磁凛1監億腱する絡勲機康周畑数

現状値

8回 > >

目標値 (H31)

15回

目標値 (H35)

検討中

【備者】現状値は平成 27年 3月 31日現在のもの。(担当課資糾)

主のBステ輛ジョンのこ隠 歓

現状値

9箇所 >

目標値 (H31)

12箇所

目標値 (H35)

検討中>
【備者】現 l犬値は平成 27年 3月 31日明在のもの。(担当課資料)
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分野別施策2 嚢,い して讐らせる支え合いのまちづくり

施策

2-10) 日常生活の安心・安全乞言める

現 状

■ 蹴 と躙

● 平塚市[′葛犯協会や平塚警察署などと連携した防犯キャンペーンやパトロールなどの

地域安全運動を実施しています。

● 防犯街路灯の整備や、平塚駅周辺に防犯カメラを設置することで、市民が安心感を

実感できる環境づくりを進めてしヽます。

● 市民が安!b。 安全に暮らせるよう、交通安全対策や、消費生活相談等の開催による

消費者被害の防止などに取り組んでしヽます。

● 市内における犯罪発生件数は減少傾向にありますが、県内の他の地域に比べ窃盗犯

の発生件数が多くなっています。

● 市内の交通事故の発生件数は減少していますが、県内では依然、多しヽ状況となつて

います。

● インターネット取引の簡易化や拡大など消費生活を取り巻く環境が、大きくかつ速

い展開で変化する中、消費者の知識・経験不足につけ込む様′マな悪質商法が発生し

ています。

平塚市消費生活センターに相談のあつた件数
(件)

2.300
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11800
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H25年度   H26年 度

(出 典:担 当課資料)
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剛 鋼

。 窃盗犯の抑止を重点に、地t或が取り組む防犯活動を支援するとともに、日方犯設備の

設置を進めることで、犯罪が起きにくい地上或づくりを進めます。

● 関係機関と連携して交通安全運動などを展開し、高齢者をはじめとした幅広い年齢

層の交通事故l方止に取り組みます。

● 消費者被害を未然防止するよう、社会情勢に対応した情報提供等を行うとともに、

消費者への啓発活動の推進や消費者意識の向上を図ります。

■ 室な電報
● 地1或 [方犯活動に対する支援と防犯設備の充実

● 交通安全対策の推進

● 消費者啓発・教育の推進

融

市民が根薔に選いやすい臨盗組の発生件改

現状値

981回 >

目標値 (H31)

880回

目標値 (H35)

検討中>
【備者】現状値は平成 26年中のもの。(平塚警察署資判)

交通事歓発焦件撫

現状値

1.265件

目標値 (H31)

970件

目標値 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成 26年中のもの。(担当課資料)

消薇生活褐麒ほ盗ける『自茎褒淳に自|オ 拌ヽ磯習1の田怠

現状値

75% >

目標値 (H31)

82,%

目標値 (H35)

検討中>
【備者】現状値は平成 26年度中のもの。(担当課資料)



分野別施策2 安心して暮らせる支え合しヽのまちづくり

施策

2-呵0 消防・救急体制を強化する

■ 顕麒と躙

● 消Bノち訓練施設を併設した消[方庁合を整備するなど、消防職員の技術向上と災害時に

おける消防力の充実強イしを図ってしヽます。

● 消防本音8、 消[方団及び地域が連携し、災害から生命、身体、財産を守る防火意識な

どの高揚を進めています。

● 大規模地震、風水害及び火山災害など多様化する災害への対応が求められています。

Ш

団
● 救急車の要請件数が、年ノマ増加傾向にあります。

● 消Bノ盲庁舎など、築30年を経過した消防施設が4害」を超えており、施設の老朽化が

進んでしヽます。

● 高齢化の進展に伴い、災害時における配慮が閉要な高齢者が増加しています。

● 大規模災害時における迅速な対応や、地域に適した対応を図るため、行政と市民の

連携がИ要です。

普通散命講習修了者数
(人 )
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(出 典:担当課資料)
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■剛 効識
● 災害時の拠点となる消防貯合の補強や消防車・救急車を含めた資機材等の整備など、

被害を最小限に抑える防災拠点の整備を進めます。

● 消防訓練や各種講習会を開催し、消防 。救急に関する知識を広めることで、自主的

な災害対応力の向上を目指します。

● 大規模災害への備えとして、地域と連携した住宅密集地等の消火体制の強イヒや、火

災ラロ方の意識啓発を行うなど、災害に強いまちづくりを推進します。

■ 宝な韓
● 消日′盲庁合・消防車両等の整備

● 災害対応知識の普及・啓発

● 住宅火災による人的被害の軽減

■

現状値

83% > >

目標値 (H31)

85%

目標値 (H35)

検討中

【備者】現状値は平成 26年 3月 31日現在のもの。(担当課資料)

轟 隷 7畿1鶴》:||:
現状値

42.093人

目標値 (H31)

52,000人

目標イ直 (H35)

検討中> >
【備者】現状値は平成27年 3月 31日現在のもの。(担当課資料)




